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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　タンパク質TORは全真核生物普遍的に細胞内に存在するリン酸化酵素である。近年、酵母を用いた研究によって、TORがその生命維持に必要不可欠な役割を持つことが報告されてきた。例えば、酵母においては、栄養状態を関知し、細胞分裂に影響を与える。

　高等真核生物の培養細胞を用いた実験においても、Wntシグナルの下流で働くこと、Smad等のTGFβ系のシグナルに影響を及ぼすことなどが報告されている。両シグナル共に、初期発生に非常に重要なものであり、すなわち多細胞生物においてはTORが胚発生に何からの影響を与えることが強く示唆された。

　本研究では、未だ研究が進んでいない脊椎動物におけるTORの役割を、両生類胚の初期発生の解析システムを用いて行った。特に胚発生の形作りに大きな影響は確認できなかったが、胚発生の速度がTORのシグナルによって調整されているという明確なデータを得ることが出来た。TORの阻害剤であるラパマイシンを処理した胚では胚発生に大幅な遅れが生じ、一方、TORをポジティブに調節する方向のmRNAを働かせた際には、胚発生の速度が速くなることがわかった。初期発生の速度をこれほど劇的に調節するタンパク質は未だ見つかっていない。脊椎動物胚発生を考える上で、前後軸、左右軸、背腹軸に加え、４つめの軸となりえる時間軸について、その調節をする中心分子として、今後、研究が発展していくことが期待される。
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	欧文概要　ＥＺ

In yeast, the coupling of growth to cell cycle progression allows cells to divide at particular sizes depending on nutrient availability, and target of rapamycin (called as TOR) is thought to be a central player of these event.

In vertebrate, mammalian homologue of TOR (mTOR) regulates several intracellular processes in response to extracellular signals, nutrient availability, energy status of the cell, and stress.  However, the effect of TOR for early development is still unknown although TOR is reported as the downstream of Wnt signal or the upstream regulator of TGF-beta signal.

Here we show the evidence that TOR signal is required for the regulation of time-course in early development.  Rapamycin treatment led the delay of development, whereas positive regulation of TOR speed-up.  It is the first report that the rapidity of development is clearly regulated by one signal transduction cascade.



- 1 -


